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死亡災害の撲滅に向けた取組強化を事業者団体等に要請 

～ 福岡県内の労働災害による死亡者数が大幅に増加 ～ 

 

福岡県下における労働災害による死亡者数は、長期的には減少傾向を続

け、令和４年は 20 人と過去最少を記録したところです。  

 しかしながら、令和５年に入り死亡災害が継続して多発し、９月４日時

点で 20 人もの尊い命が失われています。この数字は、前年同期比で７人

増となり、極めて憂慮すべき状況と捉えているところです。  

福岡労働局（局長  小野寺徳子）は、業界団体、事業者団体、災害防止

団体等に対し、別添のとおり、災害発生状況や死亡災害事例を示して死亡

災害の撲滅に向けた労働災害防止の取組強化を要請するとともに、県内の

労働災害の防止に引き続き取り組んでまいります。  

 

 

 ◎  配布資料  

  ・  要請文「死亡災害多発に伴う労働災害防止の取組強化について（要請）  

  ・  令和５年  死亡災害発生状況  

 ・  令和５年  死亡災害発生事例  

令和５年９月 13 日 
【照会先】 
労働基準部安全課 

課    長 石橋 啓弘 
課長補佐 植村 浩一郎 

（直通）092（411）4865 
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